


評価・評定とは

 各教科においてどの観点の学習状況が優れているか（または課
題があるか）を明らかにする評価。

 具体的な学習や指導の改善に生かすことができる

※ 令和２年度までの例
①関心・意欲・態度 ②思考・表現 ③技能 ④知識・理解など

 観点別評価を総括的にとらえるもの

※ 令和２年度までの例

①A ②A ③A ④A ⇒ 『５』
①A ②Ｂ ③Ｂ ④Ｂ ⇒ 『３』 など



各教科の観点
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令和2年度までの通知表
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評価・評定がなぜ変わるの？
情報化・グローバル化の加速度的進展
AIの飛躍的な発達

どんなに予測困難な時代でも変化を前向きにとらえ、
未来を創造をしていく人材の育成が必要

人間の予測を超えて、社会が変化していく



評価・評定がなぜ変わるの？



令和２年度からの変更点

 国語５観点、その他の教科４観点が次の３観点に整理されます。

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度



令和２年度からの変更点

知識・技能
何を理解しているか
何ができるか

思考・判断・表現
理解していること・できること
をどう使うか

主体的に学習に
取り組む態度

①粘り強く取り組んでいるか。
②自らの学習を調整しているか。



令和２年度からの変更点

主体的に学習に
取り組む態度

単に粘り強く取り組むだけで
はなく、知識や技能の獲得、
思考力・判断力・表現力を身
に着けるために自らの学習を
調整しなければならない。

①粘り強く取り組みを行おうとする側面

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

周りの人の話を聴いたり、自
分で調べたり、前時までの学
習内容などから主体的（アク
ティブ）に新しい解き方や考
え方を身に着けようとする。



令和２年度からの変更点

• 「十分満足できる」場合は『Ａ』，「おおむね満足できる」場合は
『Ｂ』、「努力を要する」場合は『Ｃ』がつきます。

• 各観点で複数回行った評価結果Ａ，Ｂ，ＣをそれぞれＡ＝３、Ｂ＝２、
Ｃ＝１として数値化し、平均して総括します。総括の結果２．５以上
を『Ａ』、１．５以上を『Ｂ』、それより下を『Ｃ』として算出しま
す。

評価 観点別平均値

Ａ ３．０≧ 平均値 ≧２．５

Ｂ ２．５＞ 平均値 ≧１．５

Ｃ １．５＞ 平均値 ≧ ０



令和２年度からの変更点

 観点別評価を総括して5段階で示すもの。
 観点別評価をそれぞれＡ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１として数値化し、
その合計で評定を算出する。

観点別評価
観点
合計値

評定
観点別評価

観点
合計値

評定
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

① Ａ Ａ Ａ 9 5 ⑥ Ｂ Ｂ Ｂ 6 3

② Ａ Ａ Ｂ 8 4 ⑦ Ａ Ｃ Ｃ 5 3

③ Ａ Ｂ Ｂ 7 3 ⑧ Ｂ Ｂ Ｃ 5 3

④ Ａ Ａ Ｃ 7 3 ⑨ Ｂ Ｃ Ｃ 4 2

⑤ Ａ Ｂ Ｃ 6 3 ⑩ Ｃ Ｃ Ｃ 3 1
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令和３年度からの通知表
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令和２年度からの変更点

【理由】
単元のまとまりごとに学習状況を確かめることで、学習
の遅れがあった場合、早い段階で支援を行うことができ
る。
【具体的な取り組み】
• 一定のまとまりごとに年間１０回程度テストを行う。
• テストを行う日を１週間前をめどに発表し、各学年同
じ教科は同じ時間帯にテストを実施する。

• テストの結果支援が必要と思われる生徒を各教科の先
生が指名し、放課後学習を中心として支援を行う。



令和２年度からの変更点

【学力診断調査の実施】 ※令和２年度から継続
• 単元のまとまりごとにテストを行うため、比較的長い
期間でも学習の定着を確かめる必要がある。

• 一定の期間で１年生の４月からの学習内容を振り返る
必要がある。

【具体的な取り組み】
• 全学年、年間５回学力診断調査を実施する。
• 学力に課題がみられる生徒には長期休業中に支援を行
う。

• ３年生は進路指導の判断材料に用いる。


